
 
○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：全教員が行った。
３：８０％以上の教員が行った。
２：６０％以上の教員が行った。
１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以
上活用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用し
２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用し
１：６０％未満であった。
４：対象となる全学級（全教員）で行った。
３：８０％以上で行った。
２：６０％以上で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：対象となる全学級（全教員）で行った。
３：８０％以上で行った。
２：６０％以上で行った。
１：６０％未満であった。
４:学期に２～３回知らせた。
３：学期毎に知らせた。
２：年度間に１回は知らせた。
１：お知らせできなかった。
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きか
３：８０％以上の教員が働きかけた。
２：６０％以上の教員が働きかけた。
１：６０％以下の教員が働きかけた。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：全教員が行った。
３：８０％以上の教員が行った。
２：６０％以上の教員が行った。
１：６０％未満であった。
４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。
３：学期に１回（年間３回）以上行った。
２：年度間に1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組
織的に対応した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施し
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しな
かった。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せ
ず、組織的な対応をしなかった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。
３：学期に１回（年間３回）以上行った。
２：年度間に1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：月1回以上行った。
３：学期に2～3回行った。
２：学期1回以上行った。
１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。
3：学期に2～3回更新した。
2：学期1回以上更新した。
1：更新しなかった。
４：毎回情報を提供した。
３：おおむね情報を提供した。
２：あまり情報を提供しなかった。
１：情報を提供しなかった。
４：学期に2～3回行った。
３:学期１回以上行った
２：年１回以上行った。
１：実施しなかった。
４：学期に2～3回行った。
３:学期１回以上行った
２：年１回以上行った。
１：実施しなかった。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価
した人数を記載する。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ 0

保護者や地域とともに地域行事等に参加させ、
相互連携してボランティアマインドを養う。

2

「学校は地域・保護者と協働して生徒の健全育成を行っ
ている。」のアンケートで生徒・保護者の回答が４０％
未満 Ｄ 0

　「学校は地域・保護者と協働して生徒の健
全育成を行っている。」のアンケートに対し
て、肯定的な回答は、生徒、保護者ともに８
７％で、前年度と同数であった。感染症対策
を行った上で、学校行事を参観する機会を設
けた結果だと考えられる。来年度も、工夫し
ながら、保護者、地域の方々へ学校を公開し
ていく。
　今年度は、感染症対策を十分に行った上
で、年３回の学校公開、運動会や安方フェス
ティバルといった学校行事に、保護者参観が
できるよう計画した。来年度以降も、参観方
法の工夫、内容の吟味をした上で実施してい
く。
　学校・家庭・地域との連携を深めるため、
学校ホームページに、日々の様子を発信して
いる。併せてホームページに「学校だより」
や「お知らせ」などを掲載するようにした。
保護者からは、生徒の様子が分かるのであり
がたいといった肯定的な意見を多く伺うこと
ができた。ホームページを最大限に活用し、
本校の教育について広く地域に広め、「地域
に根差した学校」として信頼を得られるよ

Ａ 7

・これだけ積極的に学校サイ
トを更新している中学校は全
国的にも多くない。安方中の
努力を日々見るにつけ、やは
り「３」評価ではなく「４」
評価がよろしいかと思いま
す。
・今年度は地域と学校の関わ
りがほとんど無かったので残
念でした。「学校だより」や
「お知らせ」は受け取ってい
ました。早く地域にもお声の
かかる時が来るとありがたい
です。
・開かれた学校を目指して頑
張ってほしい。
・コロナの影響が大きく、な
かなか密な活動ができないの
が残念です。
・なかなか地域公開に戻らな
いのが残念ですが、今は仕方
がないことだと思います。
・コロナ禍はふまえた上で、
もう少し工夫できないか、Ｐ
ＴＡでも考えどころです。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の変
容等の具体的な資料を作成して、評価に必要な
学校の情報を適切に提供し、適正な評価を受け
るよう努める。

4
「学校は地域・保護者と協働して生徒の健全育成を行っ
ている。」のアンケートで生徒・保護者の回答が７０％
以上 B 5

学校支援地域本部と連携するなどして、地域力
を生かした特色ある教育活動を実践する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
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庭
・
地
域
が
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と

なっ

て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地域が
担う役割などを明確
にし、地域に開かれ
た教育の実現を目指
します。また、相互
の連携を深め、子ど
もを育てる仕組みを
作ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本情
報、児童・生徒の活動情報等をホームページ等
で公開及び更新することにより、積極的に情報
を発信する。

4

「学校は地域・保護者と協働して生徒の健全育成を行っ
ている。」のアンケートで生徒・保護者の回答が９０％
以上

34
「学校は地域・保護者と協働して生徒の健全育成を行っ
ている。」のアンケートで生徒・保護者の回答が４０％
以上

Ｃ 0

校内委員会等を確実に実施し、学校における特
別支援教育を推進する。

2

「本校に入学して良かった。」、「授業の工夫や改善が
進められている。」、「外部の学習ボランティアや、図
書館を効果的に活用している。」などのアンケートで生
徒・保護者の回答が４０％未満

Ｄ 0

　「本校に入学して良かった」は生徒・保護
者とも９０％をこえる肯定的な回答を得るこ
とができた。「教員は、授業の工夫や改善を
進めている。」が８７％と高水準であった。
また「学校は外部から学習ボランティア等を
導入したり、図書館等の効果的活用を行った
りする等、教育環境の整備を進めている。」
が８１％と、前年度より４％数値が増加し
た。来年度も引き続き感染症対策を行いなが
ら、地域支援本部やPTAの支援、協力を得なが
ら、共に生徒を育成していきたい。
　コロナ禍の中、安方中学校としての教育の
在り方を考え、具体的な教育内容の充実と教
育の質の向上を図る。
　また、今年度は道徳教育の充実とキャリア
教育の視点に立った授業力の向上に向けて、
外部講師を招聘しての研修会を実施した。次
年度も同様の研修を行い、教員の指導力の向
上に努める。

Ａ 8

・９０％をこえる生徒が本校
に入学して良かったというの
は素晴らしいことと思いま
す。
・毎日が楽しそうです。
・矢口地域の極めて高い学校
への愛着は、小中を問わず本
当に学校の力となっている。
・評価が良い事で、良い循環
ができているように思いま
す。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主任
教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施し
OJTを充実させる。

3
「本校に入学して良かった。」、「授業の工夫や改善が
進められている。」、「外部の学習ボランティアや、図
書館を効果的に活用している。」などのアンケートで生
徒・保護者の回答が７０％以上

Ｂ 4

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自身
の授業改善に生かす。

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が安全・
安心に学校生活を送
るために、教員の指
導力向上と良質な教
育環境をつくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改善に
生かす。

3

「本校に入学して良かった。」、「授業の工夫や改善が
進められている。」、「外部の学習ボランティアや、図
書館を効果的に活用している。」などのアンケートで生
徒・保護者の回答が９０％以上

43
「本校に入学して良かった。」、「授業の工夫や改善が
進められている。」、「外部の学習ボランティアや、図
書館を効果的に活用している。」などのアンケートで生
徒・保護者の回答が４０％以上

Ｃ 0

部活動の充実を図り、体力向上と心身の健康を
促進する。

3

「基本的な生活習慣を守り、心身の健康や体力の向上に
努めている。」のアンケートで、生徒・保護者の回答が
４０％未満

Ｄ 0

　「基本的な生活習慣を守り、心身の健康や
体力の向上に努めている。」のアンケートに
対して、８１％の生徒が肯定的な回答をして
いる。今後は、コロナ禍の制限下の中で、で
きる限りの体力づくりに努め、教員からの丁
寧な声掛けや保護者との連携を続け、健康や
体力の向上に努めていく。
　給食については、栄養士が毎日の献立を
「通信」として各学級に配布したり、「食育
だより」を発行したりするなど、食育の充実
を図っている。ホームページに毎日の給食の
様子や「食育だより」を掲載し、食育活動を
推進している。
　また、本校では５０％の生徒が運動系の部
活動に所属しているが、来年度も引き続き、
新型コロナウイルス感染症対策を遵守した上
で、十分な活動を保証していく。

Ａ 6

・学校サイトにタイムリーな
情報を公開して、保護者の理
解を深められていることを、
中学校に兄姉がいる小学校保
護者も高く評価していた。
・コロナの影響が大きいと思
われるので、withコロナに慣
れて欲しいと思います。
・給食は、是非保護者や地域
の方にも召し上がっていただ
きたいと思います。

給食指導及び教科等における指導を通して、食
生活の充実・改善をねらいとした「食育」を推
進する。

3

「基本的な生活習慣を守り、心身の健康や体力の向上に
努めている。」のアンケートで、生徒・保護者の回答が
７０％以上

B 6

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機会
を通して運動習慣の確立を推進する。

プ
ラ
ン
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体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

スポーツに親しむ心
の育成や、運動習慣
の定着による体力の
向上など、生涯にわ
たって健康増進を図
る意識の向上をめざ
します。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

3

「基本的な生活習慣を守り、心身の健康や体力の向上に
努めている。」のアンケートで、生徒・保護者の回答が
９０％以上

4

3

「基本的な生活習慣を守り、心身の健康や体力の向上に
努めている。」のアンケートで、生徒・保護者の回答が
４０％以上

Ｃ 0

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生徒
に関するケース会議等を実施する。

3 「学校には自分の役割があり、居場所がある。」、「自
分は、学校の決まりを守って学校生活を過ごしてい
る。」、「先生は、生徒の悩みや相談ごとを聞いてくれ
る。」の各アンケートで生徒・保護者の回答が４０％未
満

Ｄ 0

生徒朝礼を中心とした生徒会活動や、充実させ
た特別活動等の実践を通して、「自己肯定感・
自己有用感」を高める。

3

　本校は「キャリア教育推進」をテーマとし
て、教育活動を展開し、生徒の自己肯定感の
伸長を目標として教師と生徒の関係づくりを
進めている。管理職と生徒との面接からも本
校の特徴の一つとして教員と生徒の信頼関係
の深さを知ることができた。生徒の肯定的な
回答を見たとき、「学校における自分の役割
があり、居場所があると感じている。」が８
３％、「自分は学校のきまりを守って学校生
活を送っている。」が９１％、「教育活動全
体で将来の生き方について考える機会があ
る。」が８１％と前年度より３％低い数値と
なったが高水準であった。改善策として、学
級活動、生徒会活動、部活動を中心とした生
徒の自主性を育てる教育活動を積極的に行
い、様々な活動を通じて、生徒の自己有用感
を高めることが重要と考える。
　一方、不登校生徒の対応は大きな課題であ
る。スクールカウンセラーによる面談をもと
に、適応指導教室や教育センター等と今後と
も効果的な連携をすすめ、状況の改善に努め
る。

Ａ 7

・学校にも自分の居場所があ
るということは大切なので、
これからも宜しくお願いしま
す。
・「学校が大好きだ」という
のが何よりの証拠と思いま
す。願わくば、全てのお子さ
んがそういう気持ちになると
いいと思います。
・不登校生徒対応について
「大きな課題」と把握され、
努力改善目標としているとい
うことは、適切な学校評価を
している証拠と考えられる。
・不登校生徒の問題を考える
時、本人のみではなく、保護
者、地域等の問題として考え
る事も必要である。
・ルールを守ることが自然体
でできているように感じま
す。
・先生と生徒の対話を通じ
て、校則等を考えていってほ
しい。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、都
及び区の資料を活用した授業等を行う等道徳指
導充実のための取組を行う。

3
「学校には自分の役割があり、居場所がある。」、「自
分は、学校の決まりを守って学校生活を過ごしてい
る。」、「先生は、生徒の悩みや相談ごとを聞いてくれ
る。」の各アンケートで生徒・保護者の回答が７０％以
上

Ｂ 5学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひとりの
正義感や自己肯定
感、自己有用感など
を高めるとともに、
自他の生命を尊重す
る心を育成するな
ど、未来への希望に
満ちた豊かな心をは
ぐくみます。

小中一貫による教育の視点に立った生活指導の
充実により、社会のルールや学校のきまりなど
を守ろうとする意識を高める。

3

「学校には自分の役割があり、居場所がある。」、「自
分は、学校の決まりを守って学校生活を過ごしてい
る。」、「先生は、生徒の悩みや相談ごとを聞いてくれ
る。」の各アンケートで生徒・保護者の回答が９０％以
上

3

3

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの未
然防止、早期発見等のための取組を実施する。

3

「学校には自分の役割があり、居場所がある。」、「自
分は、学校の決まりを守って学校生活を過ごしてい
る。」、「先生は、生徒の悩みや相談ごとを聞いてくれ
る。」の各アンケートで生徒・保護者の回答が４０％以
上

Ｃ 0

授業改善推進プランを、授業に生かす。 3

「授業が分かりやすく、充実している。」のアンケート
で生徒・保護者の回答が４０％未満

Ｄ 0タブレットを活用し、学習意欲を高め、学力向
上に繋がる教育活動を行う。

4

「授業が分かりやすく、充実している。」のアンケート
で生徒・保護者の回答が９０％以上

3

 　「授業がわかりやすく、充実している。」
のアンケートに対する生徒の肯定的な回答は
生徒が８７％、保護者が８２％であった。前
年度の結果と比べ３％程度下がったが、高水
準であった。今後も今までどおり、生徒理解
に努め、基礎、基本の徹底、個に応じた指導
を行う。
  本校は若手の教員が多いが、外部の研修や授
業参観等に積極的に参加する意欲をもってい
る。研修等で得た知識や技法を校内で共有
し、さらに教員全体の指導力を向上させてい
く。
　今年度はすべての教科でＩＣＴ機器を使っ
た授業を実施した。教科や学年間で資料や教
材等の情報を共有し、さらなる活用を推進し
ていく。
  また、授業規律の徹底と生徒の習熟度の的確
な把握、精度の高い授業計画により、生徒の
学習意欲の向上と、基礎学力の定着に努め
る。
 　令和２年度より、放課後補習教室を、平日
月～金の週５日間、土曜補習教室は年６回、
毎回３時間実施している。参加者数は少ない

Ａ 7

・ＩＣＴ活用の指定校として
多様な授業実践を深められて
いることに、今後も大きな期
待をしています。
・タブレットの使用など、試
行錯誤しながら進めてくだ
さっているもの良い結果につ
ながっていると思う。
・授業参観で拝見した英語の
授業のテンポに大変驚きまし
た。研修、工夫の賜物だと思
います。また、レベル別のク
ラスも励みや自信になるよう
です。
・先生の熱意、生徒のやる気
が感じられる。
・自分が好きなことが何であ
るか、気付く事ができるよう
になる事を期待しています。

「授業が分かりやすく、充実している。」のアンケート
で生徒・保護者の回答が７０％以上

Ｂ 5

「授業が分かりやすく、充実している。」のアンケート
で生徒・保護者の回答が４０％以上

キャリア教育をもとに、社会の変化に柔軟に対
応できる生き方を養うための体験的活動を実践
する。

3

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一人ひと
りの学ぶ意欲を高
め、確かな学力を定
着させます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、指
導する。

2

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

2

学習補助員等による算数・数学・英語の補習を
実施する。

2

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目指
し、人権教育資料等を活用した授業を実施す
る。

3

「将来の進路や生き方について考える機会がある」､
「学校全体が落ち着いた雰囲気で、自分は伸び伸びと生
活している。」のアンケートの生徒の回答が４０％以上 Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画を
作成し、計画に基づいた体育指導や「一校一取
組」運動や「一学級一実践」運動を実践する。

2
「将来の進路や生き方について考える機会がある」､
「学校全体が落ち着いた雰囲気で、自分は伸び伸びと生
活している。」のアンケートの生徒の回答が４０％未満 Ｄ 0

Ａ 7

・「学校全体が落ち着いた雰
囲気である」という話を校長
先生から伺い、安心しまし
た。
・生徒は落ち着いて学校生活
を送っていることが何よりで
ある。
・職場体験先で出会った生徒
さんの挨拶がよくできていて
嬉しかった。
・街の中でも中学生がとても
よく挨拶をしており、小学生
にとって憧れの先輩たちと
なっています。本年度、職場
体験で小学校に来て学んだ４
名がとても熱心に取り組んで
いて、意識の高さを感じまし
た。
・職場体験で良い経験が得ら
れていると思います。
・ＩＣＴの導入に大きな成果
が出ることを期待していま
す。
・ＩＣＴ機器は驚くほど上手
に使っている。レポートや発
表物など、紙に書くだけの時
より工夫を盛り込みやすいよ
うである。
・コロナもあり、コミュニ
ケーション能力の向上を目指
すのは更に難しい状況と思わ
れますが、重要となっていく

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、「お
おたのものづくり」を生かした体験活動や理数
授業等を実施する。

3
「将来の進路や生き方について考える機会がある」､
「学校全体が落ち着いた雰囲気で、自分は伸び伸びと生
活している。」のアンケートの生徒の回答が７０％以上

Ｂ 5
学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。

3

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケーション
能力、情報活用能
力、ともに生きる力
等、これからの社会
の変化にしなやかに
対応する子どもの力
と自信を身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国の
方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

4

「将来の進路や生き方について考える機会がある」､
「学校全体が落ち着いた雰囲気で、自分は伸び伸びと生
活している。」のアンケートの生徒の回答が９０％以上

4

　生徒がこれからの社会の変化に臨機応変に
対応していくために、本校ではキャリア教育
を推進している。生徒は落ち着いて学校生活
を送っており、積極的に活動している様子が
様々な場面で見受けられる。昨年度実施でき
なかった1年生の移動教室、2年生の職場体験
を実施することができた。来年度以降も、生
徒が自己肯定感をもって将来を拓いていける
よう、多くの体験をさせたいと考える。
　｢将来の進路や生き方について考える機会が
ある。｣については生徒の肯定的な回答が８
１％､｢学校全体が落ち着いた雰囲気で、自分
は伸び伸びと生活している。｣については８
４％となった。体験活動を通じて、さらにこ
の数値を高めていきたい。
　そして、今年度「ICT教育推進授業モデル実
証校（先進校）」として、タブレットを活用
した授業実践を行った。学習者用端末を活用
し、日々の授業でＩＣＴを用いた授業を行う
ことと、個別学習の充実を図った。そして、
学習者用端末に課題を配信し、家庭学習とし
て取り組ませた。この結果、生徒がＩＣＴ機
器を学習のツールとして効果的に活用するこ
とができたと考える。今後も教職員のＩＣＴ
に関する知識や技能を高め、教育活動がさら
に充実したものになるよう研鑽していく。
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